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(57)【要約】
　高温の固体の処理の主要な目的の特定の性質が何であ
るかに基づいて少なくとも一つの予め決められたアウト
プットを生み出す目的で選択的に操作が可能な高温の固
体の処理方法が提供される。それに対して、例えば水素
や二酸化炭素などの複数の予め決められたアウトプット
から選択される少なくとも一つの予め決められたアウト
プットが生み出されている。高温の固体の処理方法のそ
のような主要な目的は、次のものを含む高温の固体の処
理方法の主要な目的のグループから予め選択されるよう
に計画されている。すなわち、そのグループは、発電目
的のための水素の生成、発電および他の工業的な使用の
ための合成ガスの生成、発電および他の工業的な使用の
ための蒸気の生成、農業目的のための二酸化炭素の生成
、および液化炭化水素の生成のために使用される例えば
水素などのような供給原料の生成のうちの少なくとも２
つを含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つの予め決められたアウトプットが生み出されている高温の固体の処理方
法の主要な目的の特定の性質が何であるかに基づいて、少なくとも一つの予め決められた
アウトプットを生み出すために選択的に操作が可能な高温の固体の処理方法において、
　高温の固体の処理方法の主要な目的のグループから高温の固体の処理方法の主要な目的
を予め選択するステップを備え、
　そのグループは、発電を目的として使用するための例えば水素などのような供給原料の
生成、発電および他の工業的な使用を目的として使用するための合成ガスの生成、プロセ
ス加熱の生成、農業目的のための二酸化炭素の生成、および液化炭化水素の生成のために
使用される水素の生成のうちの少なくとも２つを含み、
　還元装置として操作されることが可能な第１の装置を提供するステップと、
　酸化装置として操作されることが可能な第２の装置を提供するステップと、
　硫黄を含んでいる固体の炭素を含んでいる燃料およびカルシウム源の両方を還元装置に
対するインプットとして供給するステップと、
　酸化装置に対するインプットとして空気を供給するステップと、
　還元装置の中において、硫黄を含んでいる固体の炭素を含んでいる燃料の中の硫黄をカ
ルシウム源により捕獲して、還元装置の中に硫化カルシウムを生成するステップと、
　還元装置からアウトプットとして硫化カルシウムを外に出し、その後にそのような硫化
カルシウムを酸化装置に対するインプットとして供給するステップと、
　酸化装置の中において、酸化装置に対するインプットとして供給された硫化カルシウム
から硫酸カルシウムを生成するステップと、
　酸化装置の中において生成された硫酸カルシウムを酸化装置からアウトプットとして外
に出し、その後にそのような硫酸カルシウムを還元装置に対するインプットとして供給す
るステップと、
　高温の固体の処理方法の主要な目的の特定の性質が何であるかに基づいて、少なくとも
一つの予め決められたアウトプットを選択的に生み出すステップと
　を備え、
　少なくとも一つの予め決められたアウトプットは以下のうちの一つの実行から生み出さ
れており、それらは、硫酸カルシウムが還元装置の中において酸素源および熱源の両方と
して利用され還元装置の中において硫黄を含んでいる固体の炭素を含んでいる燃料から少
なくとも一つの予め決められたアウトプットを生み出すことであり、酸化装置の中におい
て発熱反応を起こしながら硫化カルシウムを燃やし酸化装置の中の硫化カルシウムを燃や
している間に発生する熱から酸化装置の中において少なくとも一つの予め決められたアウ
トプットを生み出すことであり、
　還元装置および酸化装置のうちの一つの中において選択的に生み出される少なくとも一
つの予め決められたアウトプットを外に出すステップを備える
　高温の固体の処理方法。
【請求項２】
　さらに、還元装置に対する付加的なインプットとして蒸気を供給するステップを備える
　請求項１に記載の高温の固体の処理方法。
【請求項３】
　少なくとも一つの予め決められたアウトプットが生み出されている高温の固体の処理方
法の予め決められた主要な目的の特定の性質は、発電のために使用される水素の生成であ
る
　請求項２に記載の高温の固体の処理方法。
【請求項４】
　少なくとも一つの予め決められたアウトプットは還元装置の中において選択的に生み出
されており、還元装置の中において選択的に生み出される少なくとも一つの予め決められ
たアウトプットは還元装置の中から外に出される
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　請求項３に記載の高温の固体の処理方法。
【請求項５】
　少なくとも一つの予め決められたアウトプットが生み出されている高温の固体のプロセ
スの予め選択された主要な目的の特定の性質は、発電および他の工業的な使用のために使
用される合成ガスである
　請求項２に記載の高温の固体の処理方法。
【請求項６】
　少なくとも一つの予め決められたアウトプットは還元装置の中において選択的に生み出
され、還元装置の中において選択的に生み出される少なくとも一つの予め決められたアウ
トプットは還元装置の中から外に出される
　請求項５に記載の高温の固体の処理方法。
【請求項７】
　さらに、酸化装置に対する付加的なインプットとして給水を供給するステップを備える
　請求項１に記載の高温の固体の処理方法。
【請求項８】
　少なくとも一つの予め決められたアウトプットが生み出されている高温の固体の処理方
法の予め決められた主要な目的の特定の性質は、発電のための蒸気の生成である
　請求項７に記載の高温の固体の処理方法。
【請求項９】
　少なくとも一つの予め決められたアウトプットは酸化装置の中において選択的に生み出
され、酸化装置の中において選択的に生み出される少なくとも一つの予め決められたアウ
トプットは酸化装置の中から外に出される
　請求項８に記載の高温の固体の処理方法。
【請求項１０】
　少なくとも一つの予め決められたアウトプットが生み出されている高温の固体の処理方
法の予め決められた主要な目的の特定の性質は、プロセス加熱の生成である。
　請求項７に記載の高温の固体の処理方法。
【請求項１１】
　少なくとも一つの予め決められたアウトプットは酸化装置の中において選択的に生み出
され、酸化装置の中において選択的に生み出される少なくとも一つの予め決められたアウ
トプットは酸化装置の中から外に出される
　請求項１に記載の高温の固体の処理方法。
【請求項１２】
　少なくとも一つの予め決められたアウトプットが生み出されている高温の固体の処理方
法の予め選択された主要な目的の特定の性質は、農業目的の二酸化炭素の生成である
　請求項１に記載の高温の固体の処理方法。
【請求項１３】
　少なくとも一つの予め決められたアウトプットは還元装置の中において選択的に生み出
され、還元装置の中において選択的に生み出される少なくとも一つの予め決められたアウ
トプットは還元装置の中から外に出される
　請求項１２に記載の高温の固体の処理方法。
【請求項１４】
　少なくとも一つの予め決められたアウトプットが生み出されている高温の固体の処理方
法の予め選択された主要な目的の特定の性質は、液化炭化水素の生成のために使用される
水素などの供給原料の生成である
　請求項１に記載の高温の固体の処理方法。
【請求項１５】
　少なくとも一つの予め決められたアウトプットは還元装置の中において選択的に生み出
されており、還元装置の中において選択的に生み出されている少なくとも一つの予め決め
られたアウトプットは還元装置の中から外に出される
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　請求項１４に記載の高温の固体の処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、広くは、高温の固体の処理方法の主要な目的の特定の性質が何であるかに基
づいて少なくとも一つの予め決められたアウトプットを発生させる目的で選択的に操作さ
れることが可能な高温の固体の処理方法に関する。より狭くは、本発明は、高温の固体の
処理方法の主要な目的の特定の性質が何であるかに基づいて、少なくとも一つの予め決め
られたアウトプットを生み出す目的で選択的に操作されることが可能な高温の固体の処理
方法に関し、そのような高温の固体の処理方法の主要な目的は、電力発生のための水素の
生成、他の工業的な使用と同様に電力発生のための合成ガス生成、蒸気発生、プロセス加
熱の生成、農業に対する目的のための二酸化炭素の生成、および、限定するためではなく
例示のために、液化炭化水素の生成に対する使用のための例えば水素などのような供給原
料の生成のうちの少なくとも２つを含んだ高温の固体の処理方法の主要な目的のグループ
から選択されるように計画されている。
【背景技術】
【０００２】
　今日の世界は、全ての国々が食物、住居、衣服、および仕事といった人間にとって基本
的な欲求を満足させるために努力しなければならないような、大きな試練に直面している
。それらの基本的な欲求は、エネルギーの十分な供給の上に依存している。エネルギーの
使用における多大な増加は、主として石炭、石油、およびガスといった化石燃料によって
賄われている。環境に対する関心、供給の安全保障、および経済的なインパクトは全て、
エネルギーに対する需要が増加し続けることによってバランスがとられている、と信じら
れている。にもかかわらず、現実の経済成長およびエネルギーの使用は、未だに一体不可
分に結びつけられているままの状態である。
【０００３】
　十分なエネルギーの供給が提供されるようにするための究極的な解への探求が続いてい
る一方で、短期的で暫定的な解が考え出され、エネルギーに対する需要の直近の成長を賄
っている。化石燃料の採掘、ドリルによる穴開け、移送、処理方法、および使用における
技術の改良は、もちろん、エネルギー資源の貯蓄を長持ちさせている。それは、エネルギ
ーの保存における固い決意のようなものである。同様に、限定するためではなく例示のた
めに、化石燃料のガス化、流動層の燃焼、もしくは化石燃料のハイブリッド燃焼ガス化の
技術などのような様々な形態の高温の固体の処理方法の採用を含んだ最先端のクリーン化
石燃料技術の利用は、世界の広大な化石燃料資源の使用を引き延ばすことに影響を与える
ことができる。
【０００４】
　電力発生システムの操作のモードに従って、多くの人々に知られているように、化石燃
料の燃焼を通じて蒸気発生器から生み出される蒸気は、そのような電力発生システムにお
いて採用され、蒸気タービンの中で使用されるように計画されている。そのような蒸気は
、通常において高温かつ高圧であり、上述の蒸気タービンの中で膨張してその蒸気タービ
ンの回転に影響を与える。次にそのような蒸気タービンの回転は、よく知られているやり
方で操作され、その蒸気タービンに適切で操作が可能なように連結されている発電機が同
様に回転することをもたらす。その後に、その発電機がそのような回転を経験すると、導
体が磁場の中を移動するように仕向けられ、それにより電流が発生する。上述の操作のモ
ードは、基本的には、電力発生システムが今日まで基礎を起き続けているところのもので
ある。
【０００５】
　電力発生システムのより高い効率を実現させる努力において、そのような電力発生シス
テムにおいて採用されている蒸気発生器が操作されることが可能な温度および圧力を増加
させる試みがなされてきたことが知られている。今日までのそのような努力は、臨界未満
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の圧力条件において操作されることが可能な、もしくは超臨界の圧力条件において操作さ
れることが可能な電力発生システムでの採用に対して商業的に供給されている蒸気発生器
をもたらした。そのような蒸気発生器が構成されるように計画されている材料の強さにお
ける改良は、そのような材料およびそれゆえそのような蒸気発生器がそのようなより高い
温度およびそのようなより高い圧力の両方において操作されることを可能とした。なお、
そのような蒸気発生器は、電力発生システムにおける採用が意図されている。
【０００６】
　ここまでに言及されてきた様々な形態の高温の固体の処理方法が採用されている最先端
のクリーン化石燃料の技術、殊に化石燃料のガス化の技術を議論する上で、先ず第１に注
意は、限定するためではなく例示のために、米国特許番号２，６０２，８０９との関連に
ついて向けられる。この米国特許は、１９５２年７月８日にＭ．Ｗ．ケロッグ社に対して
発行されている。この米国特許の教示は、高温の固体の処理方法が採用されるタイプの化
石燃料のガス化の技術の引き続いている開発における初期の開発の代表的な例示であると
考えられる。この目的を達成するために、この教示にしたがって、この米国特許（２，６
０２，８０９）の教示は、軽度の固体の炭素を含んでいる材料のガス化に対して殊に適し
ている処理方法を対象としている。より具体的には、この米国特許（２，６０２，８０９
）の教示が対象としている処理方法の操作のモードに関する限り、固体の炭素を含んでい
る材料は、そのような固体の炭素を含んでいる材料を酸化炭素に変質させるために、酸化
されるように計画されている。それは、空気の中の窒素が生成ガスを汚染しないようなや
り方において、空気によって間接的に酸化されることによるものである。固体の炭素を含
んでいる材料のそのようなガス化は、流体化された金属酸化物を交互に酸化および還元す
ることによって達成されるものである。この米国特許（２，６０２，８０９）の教示に従
って、固体の燃料は、金属酸化物によって最終的には分割される固体の炭素を含んでいる
材料と接触することによってガスに変換される。それは、金属酸化物を還元し、固体の燃
料の炭素を酸化炭素に酸化し、金属酸化物は主要な酸素源となるような条件の下で行なわ
れる。その酸素源は、炭素を酸化するために必要とされる。その後に、金属酸化物が還元
された後で、還元された金属酸化物は再度酸化される。そこにおいて、その処理方法のサ
イクルは再び繰り返されることができる。
【０００７】
　さらに、上述されたように様々な形態の高温の処理方法が採用される最先端のクリーン
化石燃料技術における化石燃料をガス化する技術に関して、注意は次に、限定するためで
はなく例示のために、米国特許番号４，６０２，５７３に向けられる。その米国特許は、
１９８６年の７月２９日に燃焼工学（Ｃｏｍｂｕｓｔｉｏｎ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ）
社に対して発行された。この米国特許（４，６０２，５７３）の教示は、高温の固体の処
理方法が採用されるタイプの化石燃料のガス化の技術における引き続いている進歩のさら
なる開発の代表的な例示であると考えられる。この目的を達成するために、この教示に従
って、この米国特許（４，６０２，５７３）の教示は、炭素を含んでいる燃料のガス化お
よび燃焼の方法、より具体的には、硫黄および窒素を持っている炭素を含んでいる燃料が
ガス化されて一酸化炭素の濃度が高い低カロリーの燃料ガスを生み出す統合された処理方
法に対して向けられ記述されている。この低カロリーの燃料ガスは、引き続いて蒸気発生
器の中で付加的な炭素を含んでいる燃料とともに燃やされる。より具体的には、この米国
特許（４，６０２，５７３）の教示が対象としている処理方法の操作のモードに関する限
り、硫黄および窒素を持っている炭素を含んでいる燃料の第１の部分は、空気を還元する
雰囲気の中のガス化装置の中でガス化される。そして、高温の炭素を含んでいる一酸化炭
素の濃度が高い低カロリーの内容物を有している燃料ガスを生み出す。その後に、硫黄を
捕獲する燃料は、ガス化装置の中へ導入され、炭素を含んでいる燃料のガス化は硫黄を捕
獲する材料の存在の中で実現される。そこにおいては、ガス化される炭素を含んでいる燃
料の中の硫黄の主要な部分が、硫黄を捕獲する材料により捕獲される。
【０００８】
　次に注意はさらに、上述されてきた様々な高温の固体の処理方法が採用される最先端の
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クリーン化石燃料技術に向けられる。そして、殊に、注意は流動層の燃焼の技術に向けら
れる。それゆえ、より具体的には、注意は，限定するためではなく例示のために、米国特
許番号４，１１１，１５８との関連性に対して向けられる。その米国特許は、１９７８年
９月５日にメタルゲゼルシャフトアクティンゲゼルシャフト（Ｍｅｔａｌｌｇｅｓｅｌｌ
ｓｈａｆｔ　Ａｋｔｉｅｎｇｅｓｅｌｌｓｈａｆｔ）に対して発行されている。この米国
特許（４，１１１，１５８）の教示は、高温の固体の処理方法が採用されるタイプの流動
層の燃焼の技術における引き続いている開発の初期の開発の代表的な例示になると考えら
れる。この目的を達成するために、この教示に従って、この米国特許（４，１１１，１５
８）の教示は、発熱を伴う処理方法を実行するための方法および装置に対して向けられて
記述されている。そこにおいては、固体原料は、例えば炭素もしくは硫黄を含んでいる化
合物などのような可燃性の物質を含んでいる。引き続いて、この米国特許（４，１１１，
１５８）が対象としている方法および装置の操作のモードに関する限り、固体原料の可燃
性の化合物は、流動層における近似的に化学量論的な条件の下に、燃やされるように計画
されている。その後に、固体原料の可燃性の化合物のそのような燃焼の結果として生み出
され、流動層から引き出される固体は、流動層のへとリサイクルされることとなる。一方
、固体原料の可燃性の化合物のそのような燃焼から生み出される熱は、再び取り戻されて
利用されることが可能である。
【０００９】
　さらに、上述されてきたような様々な形態の高温の固体の処理方法が採用される最先端
のクリーン化石燃料技術に関して、次に注意は、限定するためではなく例示のために、米
国特許番号５，５３３，４７１に対して向けられる。その米国特許は、１９９６年７月９
日にＡ．Ａｈｌｓｔｒｏｍ社に対して発行されている。この米国特許（５，５３３，４７
１）の教示は、高温の固体の処理方法が採用されるタイプの流動層の燃焼の技術における
引き続いている進歩のさらなる開発の代表的な例示になると考えられる。この目的を達成
するために、この教示に従って、この米国特許（５，５３３，４７１）の教示は、流動層
の装置の温度が効率的に制御されることを可能とするシステムおよび方法を対象として記
述されている。それは、固体の材料を冷却するための適切な熱伝達の表面積が確保される
ことを可能とする。より具体的には、この米国特許（５，５３３，４７１）の教示が対象
とするシステムおよび方法の操作のモードに関する限り、循環する（速い）流動層および
泡立つ（遅い）流動層が利用される。引き続いて、これらの２つの流動層は、互いに隣接
してそれらの間の第１および第２の相互接続とともに設置される。典型的には、循環する
流動層の格子の下に泡立つ流動層の格子を導入する流動化ガスとともに、設置される。泡
立つ流動層は実質的に全体に渡り一定の密度を有するので、上部に明確な境界線を伴って
、第１の相互接続は、泡立つ流動層の上部の上に供給される。その結果として、２つの流
動層の間の圧力および密度の条件は、循環する流動層から第１の相互接続を通じて泡立つ
流動層への粒子の流れをもたらす。しかしながら、泡立つ流動層における平均的な密度は
循環する流動層における密度よりも高いので、圧力および密度の条件は、泡立つ流動層に
おける処理（例えば、粒子を冷却した後）に、粒子が第２の相互接続を通じて循環する流
動層へと戻るという結果をもたらす。
【００１０】
　上述されてきた様々な形態の高温の固体の処理方法が採用される最先端のクリーン化石
燃料技術、殊にハイブリッド燃焼ガス化技術について議論するために、注意は第１に、限
定するためではなく例示のために、米国特許番号４，２７２，３９９との関連に向けられ
る。この米国特許は、１９８１年の６月８日にモンサント（Ｍｏｎｓａｎｔｏ）社に対し
て発行されている。この米国特許（４，２７２，３９９）の教示は、高温の固体の処理方
法が採用されるタイプのハイブリッド燃焼ガス化技術の引き続いている進歩における初期
の開発の代表的な例示であると考えられる。この目的を達成するために、この教示に従っ
て、この米国特許（４，２７２，３９９）の教示は、炭素を含んでいる材料から高純度の
合成ガスを生成する統一された処理方法を対象として記述されている。より具体的には、
この米国特許の教示が対象とする統一された処理方法の操作のモードに関する限り、材料
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を含んでいる金属酸化物は、炭素を含んでいる材料を酸化的にガス化するための酸素およ
び熱の伝導剤として用いられる。その材料は、熱および酸素の担体として特徴付けられ、
一般的には酸化剤として言及される。引き続いて、蒸気、二酸化炭素、合成ガス、もしく
はそれらの混合物は、上流、並流システムを通じて酸化剤を流動化し移送するために採用
される。それゆえ、支配されがちな統一された処理方法の操作のモードに従って、合成ガ
スは酸化剤により第１に酸化され次に熱を加えられて、酸化剤を還元する領域において水
および二酸化炭素を形成する。それは、酸化剤およびガスがガス化領域において炭素を含
んでいる材料と接触する前のことである。それに加えて、炭素を含んでいる材料は、酸化
されて主として一酸化炭素および水素になる。それは、空気の中に含まれている窒素が生
成合成ガスを汚染しないようなやり方において行なわれる。さらに、炭素を含んでいる材
料のガス化は、流動化された酸化剤を交互に酸化および還元することにより達成される。
その後に、そのようなガス化の後、還元された酸化剤は、元素金属もしくはより低度に酸
化された状態であるかもしれないが、酸化領域において再度酸化されそのサイクルは繰り
返される。
【００１１】
　上述されてきた様々な形態の高温の固体の処理方法が採用されるハイブリッド燃焼ガス
化技術に関してさらに、注意は次に、限定するためではなく例示のために、米国特許番号
７，０８３，６５８に向けられる。この米国特許は、２００６年８月１日にアルストムテ
クノロジー（Ａｌｓｔｏｍ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）社に対して発行されている。この米
国特許は、参照されることによって本明細書に組み込まれている。この米国特許（７，０
８３，６５８）の教示は、高温の固体の処理方法が採用されるタイプのハイブリッドの燃
焼ガス化の引き続いている進歩におけるさらなる開発の代表的な例示であると考えられる
。この目的を達成するために、この教示に従って、この米国特許の教示は、化石燃料、バ
イオマス、石油コークス、もしくは他のいかなる炭素を持っている燃料を利用する装置を
も対象として記述されている。それらの燃料は発電のために水素を生成する。その燃料は
、二酸化炭素の発生を最小化もしくは消去する。より具体的には、この米国特許（７，０
８３，６５８）の教示が対象とする装置の操作のモードに関する限り、ガス化装置は、炭
素を含んでいる燃料からガス生成物を生成するために提供される。そのガス化装置は、発
熱する酸化装置および吸熱する還元装置を含んでいる第１の化学的処理のループを有して
いる。引き続いて、発熱する酸化装置は、硫化カルシウムの入口、高温の空気の入口、お
よび硫酸カルシウムの排気ガスの出口を有している。一方、吸熱する還元装置は、発熱す
る酸化装置の硫酸カルシウムの排気ガスの出口と流体的に通じている硫酸カルシウムの入
口、発熱する酸化装置の硫化カルシウムの入口と流体的に通じている硫化カルシウムのガ
ス生成物の出口、および炭素を含んでいる燃料を受け入れる材料の入口を有している。さ
らに、硫化カルシウムは、発熱する酸化装置の中の空気の中において酸化され、高温の硫
酸カルシウムを形成する。その硫酸カルシウムは、発熱する還元装置に対して排出される
。さらに、高温の硫酸カルシウムおよび炭素を含んでいる燃料は、吸熱する還元装置の中
へ受け取られて、硫酸カルシウムの熱容量を利用して吸熱反応を経験し、炭素を含んでい
る燃料は硫酸カルシウムから酸素を引きはがして硫化カルシウムおよびガス生成物を形成
する。その後に、硫化カルシウムは、発熱する酸化装置へと排出され、ガス生成物は、第
１の化学的処理のループから排出される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　それゆえ、本発明の目的は、高温の固体の処理方法の主要な目的の特定の性質が何であ
るかに基づいて、選択的に操作が可能な高温の固体の処理方法を提供することである。
【００１３】
　また、本発明の目的は、少なくとも一つの予め決められたアウトプットを生み出す目的
で選択的に操作されることが可能な高温の固体の処理方法を提供することである。
【００１４】
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　本発明の別の目的は、少なくとも一つの予め決められたアウトプットを生み出す目的で
そのような少なくとも一つの予め決められたアウトプットが生み出される高温の固体の処
理方法の主要な目的の特定の性質が何であるかに基づいて、選択的に操作が可能な高温の
固体の処理方法を提供することである。
【００１５】
　本発明のさらに別の目的は、少なくとも一つの予め決められたアウトプットが生み出さ
れている高温の固体の処理方法の主要な目的の特定の性質が何であるかに基づいて、少な
くとも一つの予め決められたアウトプットを生み出す目的で選択的に操作されることが可
能な高温の固体の処理方法を提供することである。ここにおいては、そのような高温の固
体の処理方法の主要な目的は、高温の固体の処理方法の主要な目的のグループから予め選
択されるように計画されている。
【００１６】
　本発明のさらなる目的は、少なくとも一つの予め決められたアウトプットが生み出され
ている高温の固体の処理方法の主要な目的の特定の性質が何であるかに基づいて、少なく
とも一つの予め決められたアウトプットを生み出す目的で選択的に操作されることが可能
な高温の固体の処理方法を提供することである。ここにおいては、そのような高温の固体
の処理方法の主要な目的は、そのような高温の固体の処理方法の主要な目的のグループか
ら予め選択されるように計画されている。そのグループには、発電のための水素の生成、
発電および他の工業的な使用のための合成ガスの生成、発電および他の使用のための蒸気
の生成、プロセス加熱の生成、農業目的のための二酸化炭素の生成、限定するためではな
く例示のために、液化炭化水素の生成のために使用される水素などのような供給原料が含
まれる。
【００１７】
　本発明のさらに別の目的は、比較的安価に提供でき、比較的採用することが複雑ではな
く、大きな多様性によって特徴付けられる高温の固体の処理方法を提供することである。
その多様性は、そのような高温の固体の処理方法が具現化するものである。そして、それ
は、高温の固体の処理方法の主要な目的に関する限りである。その高温の固体の処理方法
の主要な目的に対して、少なくとも一つの予め決められたアウトプットは、本発明の高温
の固体の処理方法の使用を通じて生み出されることが可能である。そして、その少なくと
も一つの予め決められたアウトプットは、そのような高温の固体の処理方法の主要な目的
に対して生み出されることが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明に従って高温の固体の処理方法は提供される。それは、複数の予め決められたア
ウトプットから選択される少なくとも一つの予め決められたアウトプットを生み出す目的
で選択的に操作されることができる。それらのアウトプットは、例えば、限定するためで
はなく例示のために、水素および二酸化炭素のようなものなどである。それらの水素およ
び二酸化炭素は、高温の固体の処理方法の主要な目的の特定の性質が何であるかというこ
とに基づいている。それに対して、少なくとも一つの予め決められたアウトプットが生み
出される。そこにおいては、そのような高温の固体の処理方法の主要な目的は、以下のも
のを含んだ高温の固体の処理方法の主要な目的のグループから予め選択されるように計画
されている。それらは、発電のための水素の生成、発電および他の工業的な使用のための
合成ガスの生成、発電および他の使用のための蒸気の生成、プロセス加熱の生成、農業目
的の二酸化炭素の生成、および限定するためではなく例示のために、液化炭化水素のため
に使用される水素などのような供給原料の生成である。この目的を達成するために、その
ような本発明にかかる高温の固体の処理方法に従って、操作のモードにおいては、好まし
くは、限定するためではなく例示のために、硫化カルシウムなどのような石灰石に基づい
た吸着剤が、酸化装置の中において燃焼されるように計画され、そのような酸化装置は好
ましくは、限定するためではなく例示のために、循環層の装置などのようなものである。
それは、それによって、そのような石灰石に基づいた吸着剤の燃焼から高温の硫酸カルシ
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ウムを生み出すためである。この高温の硫酸カルシウムは、その後に、還元装置の中に取
り込まれるように計画されている。そのような還元装置は好ましくは、限定するためでは
なく例示のために、循環層の装置である。その目的は、そのような少なくとも一つの予め
決められたアウトプットが生み出される予め選択された高温の固体の処理方法の主要な目
的の性質に基づいた少なくとも一つの予め決められたアウトプットを生み出すことである
。
【００１９】
　本発明の高温の固体の処理方法の操作のモードの第１の例示的な具体例に従って、酸化
装置に対するインプットは、硫化カルシウムおよび空気を含む。そして、そのような酸化
装置からのアウトプットは、そのような場合、硫酸カルシウムおよび窒素を含む。その酸
化装置は、本発明の高温の固体の処理方法の操作のモードの第１の例示的な具体例におい
て採用される。そして、それに従って燃焼されるように計画されている燃料は、限定する
ためではなく例示のために、石炭などのような固体の炭素を含んでいる燃料を有しており
、本発明の高温の固体の処理方法の操作のモードのこの第１の例示的な具体例から生み出
されている少なくとも一つの予め決められたアウトプットの予め選択された高温の固体の
処理方法の主要な目的は、発電のための水素の生成である。一方、還元装置に対するイン
プットは、固体の炭素を含んでいる燃料、ＣａＣＯ３、蒸気、および硫酸カルシウムであ
り、そのような場合におけるそのような還元装置からのアウトプットは、そのような場合
、少なくとも一つの予め決められたアウトプットの高温の固体の処理方法の主要な目的の
特定の性質に基づいて生み出される少なくとも一つの予め決められたアウトプットである
ように計画されている。そのようなインプットは、本発明の高温の固体の処理方法の操作
のモードのこの第１の例示的な具体例において取り込まれる。そして、それに従って燃焼
されることが計画されている燃料は、限定するためではなく例示のために、例えば石炭な
どのような固体の炭素を含んでいる燃料を有しており、本発明の高温の固体の処理方法の
操作のモードのこの第１の例示的な具体例から生み出されている少なくとも一つの予め決
められたアウトプットの予め選択された高温の固体の処理方法の主要な目的は、発電のた
めの水素の生成である。また、還元装置における少なくとも一つの予め決められたアウト
プットの高温の固体の処理方法の主要な目的は、発電のための水素の生成である。
【００２０】
　本発明の高温の固体の処理方法の操作のモードの第２の例示的な具体例に従って、酸化
装置に対するインプットは、硫化カルシウムおよび空気を含み、そのような場合における
そのような酸化装置からのアウトプットは灰、硫酸カルシウム、および窒素を含む。その
ような酸化装置は、本発明の高温の固体の処理方法の操作のモードのこの第２の例示的な
具体例において採用される。それに従って燃焼されるように計画されている燃料は、限定
するためではなく例示のために、例えば石炭などのような固体の炭素を含んでいる燃料を
有する。そして、本発明の高温の固体の操作のモードのこの第２の例示的な具体例から生
み出されている少なくとも一つの予め決められたアウトプットの予め選択された高温の固
体の処理方法の主要な目的は、発電および他の工業的な使用のための合成ガスの生成であ
る。一方、還元装置に対するインプットは、固体の炭素を含んでいる燃料、ＣａＣＯ３、
蒸気、および硫酸カルシウムを含み、そのような場合におけるそのような還元装置からの
アウトプットは、少なくとも一つの予め決められたアウトプットの高温の固体の主要な目
的の特定の性質に基づいて生み出されている少なくとも予め決められたアウトプットであ
るように計画されている。そのような還元装置は、本発明の高温の固体の処理方法の操作
のモードの第２の例示的な具体例において採用される。そして、それに従って燃焼される
ように計画されている燃料は、限定するためではなく例示のために、例えば石炭などのよ
うな固体の炭素を含んでいる燃料を有する。そして、本発明の高温の固体の処理方法の操
作のモードのこの第２の例示的な具体例から生み出されている少なくとも一つの予め決め
られたアウトプットの予め選択された高温の固体の処理方法の主要な目的は、発電および
他の工業的使用のための合成ガスの生成である。
【００２１】
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　本発明の高温の固体の処理方法の操作のモードの第３の例示的な具体例に従って、酸化
装置に対するインプットは、硫化カルシウムおよび空気を含み、そのような場合における
そのような酸化装置からのアウトプットは、灰、硫酸カルシウム、および窒素を含む。そ
れに従って燃焼されるように計画されている燃料は、限定するためではなく例示のために
、例えば石炭などのような炭素を含んでいる燃料を有している。そして、本発明の高温の
固体の処理方法の操作のモードの第３の例示的な具体例から生み出されている少なくとも
一つの予め決められたアウトプットの予め選択された高温の固体の処理方法の主要な目的
は、発電および他の使用のための蒸気の発生である。一方、還元装置に対するインプット
は、固体の炭素を含んでいる燃料、ＣａＣＯ３、蒸気、および硫酸カルシウムを含み、そ
のような場合におけるそのような還元装置からのアウトプットは、予め決められたアウト
プットの高温の固体の処理方法の主要な目的の特定の性質に基づいて生み出されている少
なくとも一つの予め決められたアウトプットであるように計画されている。その還元装置
は、本発明の高温の固体の処理方法の操作のモードのこの第３の例示的な具体例において
採用されている。そして、それに従って燃焼するように計画されている燃料は、限定する
ためではなく例示のために、例えば石炭などのような固体の炭素を含んでいる燃料を有し
ている。そして、この第３の例示的な具体例から生み出されている少なくとも一つの予め
決められたアウトプットの予め選択された高温の固体の処理方法の主要な目的は、発電お
よび他の使用のための蒸気の発生である。また、還元装置における予め決められたアウト
プットの高温の固体の処理方法の主要な目的は、発電および他の使用のための蒸気の発生
である。
【００２２】
　本発明の高温の固体の処理方法の操作のモードの第４の例示的な具体例に従って、酸化
装置に対するインプットは、硫化カルシウムおよび空気を含んでおり、そのような場合に
おけるそのような酸化装置からのアウトプットは、灰、硫酸カルシウム、および窒素を含
んでいる。その酸化装置は、本発明の高温の固体の処理方法の操作のモードの第４の例示
的な具体例において採用される。そして、それに従って燃焼するように計画されている燃
料は、限定するためではなく例示のために、例えば石炭などのような固体の炭素を含んで
いる燃料を有している。そして、本発明の高温の固体の処理方法の操作のモードの第４の
例示的な具体例から生み出されている少なくとも一つの予め決められたアウトプットの予
め選択された高温の固体の処理方法の主要な目的は、プロセス加熱の生成である。一方、
還元装置に対するインプットは、固体の炭素を含んでいる燃料、ＣａＣＯ３、蒸気、およ
び硫酸カルシウムを含んでいる。そして、そのような場合のそのような還元装置からのア
ウトプットは、少なくとも一つの予め決められたアウトプットの高温の固体の処理方法の
主要な目的の特定の性質に基づいて生み出されている。その還元装置は、本発明の高温の
固体の処理方法の操作のモードのこの第４の例示的な具体例において採用される。そして
、それに従って燃焼されるように計画されている燃料は、限定するためではなく例示のた
めに、例えば石炭のような固体の炭素を含んでいる燃料を有している。そして、本発明の
高温の固体の処理方法の操作のモードのこの第４の例示的な具体例から生み出されている
少なくとも一つの予め決められたアウトプットの予め選択された高温の固体の処理方法の
主要な目的は、プロセス加熱の生成である。また、還元装置における少なくとも一つの予
め決められたアウトプットの高温の固体の処理方法の主要な目的は、プロセス加熱の生成
である。
【００２３】
　本発明の高温の固体の処理方法の操作のモードの第５の例示的な具体例に従って、酸化
装置に対するインプットは、硫化カルシウムおよび空気を含み、そのような場合における
そのような酸化装置からのアウトプットは、灰、硫酸カルシウム、および窒素である。そ
の酸化装置は、本発明の高温の固体の処理方法の操作のモードのこの第５の例示的な具体
例において採用される。そして、それに従って燃焼されるように計画されている燃料は、
限定するためではなく例示のために、例えば石炭などのような固体の炭素を含んでいる燃
料を有する。そして、本発明の高温の固体の処理の操作のモードのこの第５の例示的な具
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体例から生み出されている少なくとも一つの予め決められたアウトプットの予め選択され
た高温の固体の処理方法の主要な目的は、農業目的のための二酸化炭素の生成である。一
方、還元装置に対するインプットは、固体の炭素を含んでいる燃料、ＣａＣＯ３、蒸気、
および硫酸カルシウムを含み、そのような場合におけるそのような還元装置からのアウト
プットは、予め決められたアウトプットの高温の固体の処理方法の主要な目的の特定の性
質に基づいて生み出されている少なくとも一つの予め決められたアウトプットであるよう
に計画されている。その還元装置は、本発明の高温の固体の処理方法の操作のモードのこ
の第５の例示的な具体例において採用される。そして、それに従って燃焼されるように計
画されている燃料は、限定するためではなく例示のために、例えば石炭などのような固体
の炭素を含んでいる燃料を有する。そして、本発明の高温の固体の処理方法の操作のモー
ドのこの第５の例示的な具体例から生み出されている少なくとも一つの予め決められたア
ウトプットの予め選択された高温の固体の処理方法の主要な目的は、農業目的のための二
酸化炭素の生成である。また、還元装置における予め決められたアウトプットの高温の固
体の処理方法の主要な目的は、農業目的のための二酸化炭素の生成である。
【００２４】
　本発明の高温の固体の処理方法の操作のモードの第６の例示的な具体例に従って、酸化
装置に対するインプットは、硫化カルシウムおよび空気を含み、そのような場合における
そのような酸化装置からのアウトプットは、灰、硫酸カルシウム、および窒素を含む。そ
の酸化装置は、本発明の高温の固体の処理方法の操作のモードのこの第６の例示的な具体
例において採用される。そして、それに従って燃焼されるように計画されている燃料は、
限定するためではなく例示のために、例えば石炭などのような固体の炭素を含んでいる燃
料を有する。そして、本発明の高温の固体の処理方法の操作のモードのこの第６の例示的
な具体例から生み出されている少なくとも一つの予め決められたアウトプットの予め選択
された高温の固体の処理方法の主要な目的は、限定するためではなく例示のために、例え
ば液化炭化水素の生成のための水素の使用である。一方、還元装置に対するインプットは
、固体の炭素を含んでいる燃料、ＣａＣＯ３、蒸気、および硫酸カルシウムを含み、その
ような場合におけるそのような還元装置からのアウトプットは、少なくとも一つの予め決
められたアウトプットの高温の固体の処理方法の主要な目的の特定の性質に基づいて生み
出されている予め決められたアウトプットであるように計画されている。その還元装置は
、本発明の高温の固体の処理方法の操作のモードのこの第６の例示的な具体例において採
用される。そして、それに従って燃焼されるように計画されている燃料は、限定するため
ではなく例示のために、例えば石炭などのような固体の炭素を含んでいる燃料を有する。
そして、本発明の高温の固体の処理方法の操作のモードのこの第６の例示的な具体例から
生み出されている少なくとも一つの予め決められたアウトプットの予め選択された高温の
固体の処理方法の主要な目的は、液化炭化水素を生成するための水素の生成である。また
、還元装置における少なくとも一つの予め決められたアウトプットの高温の固体の処理方
法の主要な目的は、液化炭化水素の生成のための水素の生成である。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】図１は、本発明に従って機能する高温の固体の処理方法の概略図である。
【図２】図２は、本発明に従って機能する高温の固体の処理方法の操作のモードの第１の
例示的な具体例の概略図である。
【図３】図３は、本発明に従って機能する高温の固体の処理方法の操作のモードの第２の
例示的な具体例の概略図である。
【図４】図４は、本発明に従って機能する高温の固体の処理方法の操作のモードの第３の
例示的な具体例の概略図である。
【図５】図５は、本発明に従って機能する高温の固体の処理方法の操作のモードの第４の
例示的な具体例の概略図である。
【図６】図６は、本発明に従って機能する高温の固体の処理方法の操作のモードの第５の
例示的な具体例の概略図である。
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【図７】図７は、本発明に従って機能する高温の固体の処理方法の操作のモードの第６の
例示的な具体例の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　図１を参照すると、一般的に参照番号１０により指定される高温の固体の処理方法の概
略図が描かれている。この処理方法は、予め決められたアウトプットおよび図１において
各々矢印１２および矢印１３により指定されている後者の予め決められたアウトプットを
生み出す目的で、本発明に従って操作が可能であるように計画されている。それは、予め
決められたアウトプット１２および１３が生み出されている高温の固体の処理方法の主要
な目的の特定の性質が何であるかに基づいている。図１に概略が示されている本発明の高
温の固体の処理方法の操作のモードに従って、高温の固体の処理方法の主要な目的は、予
め決められているアウトプット１２および１３が生み出されている特定の性質が何である
かに基づいて、高温の固体の処理方法の主要な目的のグループから予め選択されるように
計画されている。そのグループには、発電のための水素の生成、発電および他の工業的な
使用のための合成ガスの生成、発電および他の使用のための蒸気の生成、プロセス加熱の
生成、農業目的の二酸化炭素の生成、および、限定するためではなく例示のために、液化
炭化水素のために使用される水素などのような供給原料の生成のうちの少なくとも２つが
含まれる。
【００２７】
　好ましいモードの操作に従った本発明の高温の固体の処理方法１０は、空気、限定する
ためではなく例示のために、例えば石炭などのような固体の炭素を含んでいる燃料、カル
シウム源、および予め決められたアウトプット１２および１３の生成をもたらす蒸気を利
用するように計画されている。それは、そのような予め決められたアウトプット１２およ
び１３が生み出されている高温の固体の処理方法の主要な目的の特定の性質が何であるか
に基づいている。この目的を達成するために、高温の固体の処理方法の主要な目的の特定
の性質が何であるかに基づいて、当該主要な目的は、本発明に従って、予め選択されるよ
うに計画されている。本発明の高温の固体の処理方法１０の操作のモードに従って生み出
されるそのような予め決められたアウトプット１２および１３は、電力を生成する目的で
使用されるのに適切な水素か、もしくは電力を生成する目的で使用されるか他の工業的な
使用のために適切な合成ガスであるか、もしくは農業目的のために適切な二酸化炭素であ
るか、もしくは、限定するためではなく例示のために、液化炭化水素のために使用される
ことが適切な例えば水素などのような供給原料であるか、本発明の高温の固体の処理方法
１０の使用を通じて生み出される熱もしくは発電および他のプロセス加熱のために使用さ
れる蒸気である。
【００２８】
　さらに図１を参照して、一般的に参照番号１４により指定される還元装置、および一般
的に参照番号１６により指定される酸化装置は各々、好ましい操作のモードに従って、本
発明の高温の固体の処理方法１０において採用されるように計画されている。引き続いて
、本発明の高温の固体の処理方法１０の好ましい具体例に従って、限定するためではなく
例示のために、例えば石炭などのような固体の炭素を含んでいる燃料は、図１において矢
印１８により指定されている後者の石炭を伴って、空気を間接的に用いて燃焼される。そ
の石炭は、還元装置１４に対するインプットとして供給される。この目的に従って、カル
シウム源および図１において矢印２０により指定されている後者のカルシウム源は、追加
されるように計画されており、本発明の高温の固体の処理方法１０の操作の好ましいモー
ドに従って、また、限定するためではなく例示のために、還元装置１４に対するインプッ
トとして供給される。しかしながら、そのようなカルシウム源２０は、還元装置１４に対
するインプットとしてよりも、本発明の高温の固体の処理方法１０における他のところで
も等しく供給されている。それは、本発明の技術的思想の範囲内である。そのようなカル
シウム源２０は、石灰石（ＣａＣＯ３）もしくは一酸化カルシウム（ＣａＯ）もしくは石
こうもしくは循環層ボイラーから使い尽くされた層の材料から選ばれるかもしれないが、
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好ましくは、限定するためではなく例示のために、石灰石（ＣａＣＯ３）を有する。さら
に言及すると、そのような石灰石（ＣａＣＯ３）は、本発明の高温の固体の処理方法１０
の好ましい操作のモードに従って追加されるが、還元装置１４の中において硫黄を捕獲す
るために有効なように計画されている。その硫黄は、固体の炭素を含んでいる燃料１８に
含まれており、還元装置１４の中で硫化カルシウム（ＣａＳ）を生み出すようになってい
る。そのような硫化カルシウム（ＣａＳ）は、図１において矢印２２により指定されてお
り、その後に還元装置１４からアウトプットとして外に出される。そこにおいては、その
ような硫化カルシウム（ＣａＳ）２２は、酸化装置１６に対するインプットとして供給さ
れるように計画されている。酸化装置１６の中において、この硫化カルシウム（ＣａＳ）
２２は、空気および図１において矢印２４により指定されている後者の空気を伴って、発
熱反応を起こしながら燃焼される。後者の空気２４は、酸化装置１６におけるインプット
として供給されるように計画されており、酸化装置１６の中において硫酸カルシウム（Ｃ
ａＳＯ４）を生成するように影響を与える。この硫酸カルシウム（ＣａＳＯ４）は、図１
において矢印２６により指定されており、その後に酸化装置１６からアウトプットとして
外に出されるように計画されている。そこにおいては、この硫酸カルシウム（ＣａＳＯ４

）は、リサイクルされて還元装置１４におけるインプットとなるように計画されている。
その目的は、固体の炭素を含んでいる燃料１８を燃やすためおよび還元装置１４の中で硫
酸カルシウム（ＣａＳＯ４）２６を硫化カルシウム（ＣａＳ）２２へと還元して連続的な
リサイクルを可能とするために必要とされる酸素および熱を供給することである。引き続
いて、本発明の高温の固体の処理方法１０の操作のモードに従って、蒸気および図１にお
いて矢印２８により指定されている後者の蒸気は、好ましくはまた還元装置１４に対する
インプットとして供給される。
【００２９】
　再び図１を参照して、還元装置１４の中における固体の炭素を含んでいる燃料１８の燃
焼は、次のように計画されている。すなわち、予め決められたアウトプット１２は、還元
装置１４から生み出されることが可能であり、固体の炭素を含んでいる燃料１８の中の炭
素および水素は、変換される。固体の炭素を含んでいる燃料１８のそのような燃焼におい
て、上述の炭素および水素は適切な形の生成ガスとなり、本発明の高温の固体の処理方法
１０の操作のモードに従って生み出されるように計画されている予め決められたアウトプ
ット１２として機能することができる。それに加えて、酸化装置１６の中の硫化カルシウ
ム（ＣａＳ）２２の燃焼の間において発生する熱の適用を通じて、タンクからボイラーへ
の給水および図１において参照番号３０により指定されている後者の給水は、酸化装置１
６に対するインプットとして供給される。その酸化装置１６に対するインプットは、予め
決められたアウトプット１３を生成するように変換されるように計画されている。また、
図１において参照番号２３により指定されている矢印により示されるように、窒素が酸化
装置１６の中において生じる硫化カルシウム（ＣａＳ）２２の酸化から離れたままである
ということは、注意されるべきである。窒素は、（図中において明確に示されてはいない
が）酸化装置１６の出口を通じて外に出されるように計画されており、酸化装置１６は、
この目的において適切であるように提供されるように計画されている。
【００３０】
　次に図２を参照すると、参照番号３２により一般的に指定される第１の例示的な具体例
の概略図が描かれている。それは、本発明の高温の固体の処理方法１０の操作のモードの
ものであり、次の目的のために本発明に従って操作が可能であるように計画されている。
すなわち、少なくとも一つの予め決められたアウトプット、および図２において矢印３４
により指定されている後者の少なくとも一つの予め決められたアウトプットを生み出すこ
とである。それは、本発明の高温の固体の処理方法１０の主要な目的の特定の性質に基づ
いている。その主要な目的に対して、少なくとも一つの予め決められたアウトプット３４
が生み出される。それは、発電を目的として使用される水素を生み出すことである。さら
に図２に言及すると、図２において参照番号３６により一般的に指定されている還元装置
、および図２において参照番号３８により一般的に指定されている酸化装置は各々、本発
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明の高温の固体の処理方法１０の操作のモードの第１の例示的な具体例３２に従って、本
発明の高温の固体の処理方法１０において採用されるように計画される。その操作のモー
ドは、本発明に従って操作が可能であり、その目的は、本発明の高温の固体の処理方法１
０の主要な目的の特定の性質に基づいて、少なくとも一つの予め決められたアウトプット
３４を生み出すことである。そして、予め決められたアウトプット３４は、生み出されて
おり、発電を目的として使用される水素が生み出されている。引き続いて、本発明の高温
の固体の処理方法１０の操作のモードの第１の例示的な具体例３２に従って、限定するた
めではなく例示のために、例えば石炭および図２において矢印４０により指定されている
後者の石炭などのような固体の炭素を含んでいる燃料は、還元装置３６に対するインプッ
トとして供給されるように計画されており、空気を間接的に用いることによって燃焼され
るように計画されている。この目的を達成するために、カルシウム源、および図２におい
て矢印４２により指定されている後者のカルシウム源は、加えられることが計画されてお
り、本発明の高温の固体の処理方法１０の操作のモードの第１の例示的な具体例３２に従
って、また、限定するためではなく例示のために、還元装置３６に対するインプットとし
て供給される。しかしながら、そのようなカルシウム源２０は、還元装置３６に対するイ
ンプットとしてだけではなく、本発明の高温の固体の処理方法１０の他の場所においても
等しく供給され得る。それは、本発明の技術的思想の範囲内である。それに加えて、本発
明の高温の固体の処理方法１０の第１の例示的な具体例３２に従って、蒸気および図２に
おいて矢印４４により指定されている後者の蒸気が、還元装置に対するインプットとして
好ましく供給されるという事実もまた、注意されるべきである。
【００３１】
　引き続いて、そのようなカルシウム源４２は、石灰石（ＣａＣＯ３）もしくは石灰（Ｃ
ａＯ）もしくは石こうもしくは循環層ボイラーから使い尽くされた層の材料により構成さ
れるグループから選択され、好ましくは、限定するためではなく例示のために、石灰石（
ＣａＣＯ３）を有している。さらに言及すると、そのような石灰石（ＣａＣＯ３）４２は
、本発明の高温の固体の処理方法１０の操作のモードの第１の例示的な具体例３２に従っ
て加えられ、還元装置３６の中において硫黄を捕獲するために有効なように計画されてい
る。その硫黄は、固体の炭素を含んでいる燃料４０の中に含まれており、還元装置３６の
中において、硫化カルシウム（ＣａＳ）を生み出す。そのような硫化カルシウム（ＣａＳ
）は、図２において矢印４６により指定されているように、その後に還元装置３６からア
ウトプットとして外に出される。そこにおいては、そのような硫化カルシウム（ＣａＳ）
４６は、酸化装置３８に対するインプットとして供給されるように計画されている。酸化
装置３８の中において、この硫化カルシウム（ＣａＳ）４６は、空気および図２において
矢印４８により指定されている後者の空気とともに発熱反応を起こしながら燃焼される。
それは、酸化装置３８に対するインプットとして供給されるように計画されている。それ
は、酸化装置３８の中の硫酸カルシウム（ＣａＳＯ４）の生成をもたらす。それに加えて
、図２において参照番号４７により指定される矢印によって示されるように、窒素が酸化
装置３８の中において生じる硫化カルシウム（ＣａＳ）の酸化から離れているという事実
は、注意されるべきである。その窒素は、（図において明確に示されてはいないが）出口
を通じて外に出されるように計画されている。そして、酸化装置３８は、この目的に対し
て適切に提供されるように計画されている。
【００３２】
　さらに言及すると、この硫酸カルシウム（ＣａＳＯ４）は、図２において矢印５０によ
り指定されるように、その後に酸化装置３８からアウトプットとして外に出されるように
計画されている。そこにおいては、この硫酸カルシウム（ＣａＳＯ４）５０は、還元装置
３６に対するインプットとしてリサイクルされるように、計画されている。その目的は、
固体の炭素を含んでいる燃料４０の燃焼に影響を与えるため、および還元装置３６の中に
おいて硫化カルシウム（ＣａＳ）を硫酸カルシウム（ＣａＳＯ４）へと還元し連続的なリ
サイクルが行なわれることに影響を与えるために必要とされる酸素および熱を供給するこ
とである。還元装置３６の中における固体の炭素を含んでいる燃料４０の燃焼は、次のよ
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うに計画されている。予め決められたアウトプット３４は、還元装置３６の中において生
み出されることが可能である。そして、固体の炭素を含んでいる燃料４０の中に含まれて
いる炭素および水素は、固体の炭素を含んでいる燃料４０のそのような燃焼の過程におい
て、生成ガスへと変換される。そこにおいて、そのような生成ガスは、適切な形になるよ
うに計画されており、少なくとも一つの予め決められたアウトプット３４として機能する
ことができる。そのアウトプット３４は、本発明の高温の固体の処理方法１０の操作のモ
ードの第１の例示的な具体例３２の使用を通じて生み出されるように計画されている。そ
れは、本発明の高温の固体の処理方法１０の主要な目的の特定の性質に基づいている。そ
して、予め決められたアウトプット３４は、生み出されており、上述の主要な目的は、発
電を目的として使用される水素を生み出すことである。
【００３３】
　次に図３を参照すると、本発明の高温の固体の処理方法１０の操作のモードにおける、
一般的に参照番号５２により指定されている第２の例示的な具体例が描かれている。その
具体例は、本発明に従って操作が可能であるように計画されており、その目的は、少なく
とも一つの予め決められたアウトプットおよび図３において矢印５４により指定されてい
る少なくとも一つの予め決められたアウトプットを生み出すことである。それは、本発明
の高温の固体の処理方法１０の主要な目的の特定の性質に基づいている。そして、少なく
とも一つの予め決められたアウトプット５４は、生み出されており、上述の主要な目的は
、発電および他の工業的な使用のために使用される合成ガスを生成することである。さら
に図３を参照すると、還元装置は、一般的に参照番号５６により指定されており、酸化装
置は、一般的に参照番号５８により指定されており、両者は各々、本発明の高温の固体の
処理方法１０において採用されるように計画されている。その処理方法１０は、本発明に
従って操作が可能であり、その目的は、本発明の高温の固体の処理方法１０の主要な目的
の特定の性質に基づいて、少なくとも一つの予め決められたアウトプット５４を生み出す
ことである。そして、少なくとも一つの予め決められたアウトプット５４は、生み出され
ており、上述の主要な目的は、発電を目的として使用される合成ガスの生成である。引き
続いて、本発明の高温の固体の処理方法１０の操作のモードの第２の例示的な具体例５２
に従って、限定するためではなく例示のために、例えば石炭および図３において矢印６０
により指定されている後者の石炭などのような固体の炭素を含んでいる燃料は、還元装置
５６に対するインプットとして供給されるように計画されており、空気を間接的に用いて
燃焼されるように計画されている。この目的を達成するために、カルシウム源および図３
において矢印６２により指定されている後者のカルシウム源は、本発明の高温の固体の処
理方法１０の操作のモードの第２の例示的な具体例５２に従って加えられるように計画さ
れており、また、限定するためではなく例示のために、還元装置５６に対するインプット
として供給される。しかしながら、そのようなカルシウム源６２は、還元装置５６に対す
るインプットとしてだけではなく、本発明の高温の固体の処理方法１０における他の場所
においても同様に等しく供給される。それは、本発明の技術的思想の範囲内である。それ
に加えて、また、本発明の高温の固体の処理方法１０の第２の例示的な具体例５２に従っ
て、蒸気および図３において矢印６４により指定されている後者の蒸気は、還元装置５６
に対するインプットとして好ましく供給される。
【００３４】
　引き続いて、そのようなカルシウム源６２は、石灰石もしくは石灰もしくは石こうもし
くは循環層ボイラーから使い尽くされた層の材料から構成されるグループから選択され、
限定するためではなく例示のために、好ましくは石灰石を有している。さらに言及すると
、そのような石灰石６２は、本発明の高温の固体の処理方法１０の操作のモードの第２の
例示的な具体例５２に従って、加えられ、還元装置５６の中において硫黄を捕獲するため
に有効なように計画されている。その硫黄は、固体の炭素を含んでいる燃料６０の中に含
まれており、還元装置５６の中において硫化カルシウム（ＣａＳ）を生み出す。そのよう
な硫化カルシウム（ＣａＳ）は、図３において矢印６６により指定されているように、そ
の後に還元装置５６からアウトプットとして外に出される。そこにおいて、そのような硫
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化カルシウム（ＣａＳ）６６は、酸化装置５８に対するインプットとして供給されるよう
に計画されている。酸化装置５８の中においては、この硫化カルシウム（ＣａＳ）６６は
、空気および図３において矢印６８により指定されている後者の空気とともに、発熱反応
を起こしながら燃焼される。それは、酸化装置５８に対するインプットとして供給される
ように計画され、酸化装置５８の中の硫酸カルシウム（ＣａＳＯ４）の生成に影響を与え
る。それに加えて、図３において参照番号６７により指定される矢印により示されるよう
に、窒素が酸化装置５８の中において生じる硫化カルシウム（ＣａＳ）６６の酸化から離
れているという事実は、注意されるべきである。その窒素は、（図において明確には示さ
れていないが）出口を通じて外に出されるように計画されている。酸化装置５８は、この
目的に対して適切に提供されるように計画されている。
【００３５】
　さらに言及すると、この硫酸カルシウム（ＣａＳＯ４）は、図３において矢印７０によ
り指定されており、その後に酸化装置５８からのアウトプットとして外に出されるように
計画されている。そこにおいては、この硫酸カルシウム（ＣａＳＯ４）７０は、還元装置
５６に対しるインプットとしてリサイクルされる。その目的は、固体の炭素を含んでいる
燃料６０の燃焼に影響を与えるため、および還元装置５６の中において硫酸カルシウム（
ＣａＳＯ４）７０を硫化カルシウム（ＣａＳ）６６へと還元することに影響を与えて連続
的なリサイクルを可能とするために必要とされる酸素および熱を供給することである。還
元装置５６の中における固体の炭素を含んでいる燃料６０の燃焼は、次のように計画され
ている。すなわち、予め決められたアウトプット５４は、還元装置５６の中において生み
出されることが可能であり、固体の炭素を含んでいる燃料６０の中に含まれている炭素お
よび水素は、固体の炭素を含んでいる燃料６０のそのような燃焼の過程において、生成ガ
スに交換される。そこにおいては、そのような生成ガスは、適切な形になるように計画さ
れており、本発明の高温の固体の処理方法１０の第２の例示的な具体例５２の使用を通じ
て生み出されるように計画されている少なくとも一つの予め決められたアウトプット５４
として機能することができる。それは、本発明の高温の固体の処理方法１０の主要な目的
の特定の性質に基づいている。少なくとも一つの予め決められたアウトプット５４は、生
み出されており、上述の主要な目的は、発電および他の工業的な使用を目的として使用さ
れる合成ガスを生成することである。
【００３６】
　次に図４を参照すると、一般的に参照番号７２により指定されている第３の例示的な具
体例の概略図が描かれている。その具体例は、本発明の高温の固体の処理方法１０の操作
のモードに関するもので、本発明に従って操作が可能なように計画されている。その目的
は、少なくとも一つのアウトプット、および図４において矢印７４により指定されている
後者の少なくとも一つの予め決められたアウトプットを生み出すことである。それは、本
発明の高温の固体の処理方法１０の主要な目的の特定の性質に基づいている。そして、少
なくとも一つの予め決められたアウトプット７４は生み出されており、上述の主要な目的
は、発電および他の使用のための蒸気の生成である。さらに図４を参照すると、還元装置
は、一般的に参照番号７６により一般的に指定されており、酸化装置は、一般的に参照番
号７８により指定されており、両者は各々、本発明の高温の固体の処理方法１０において
採用されるように計画されている。その処理方法１０は、本発明に従って、操作が可能で
あり、その目的は、本発明の高温の固体の処理方法１０の主要な目的の特定の性質に基づ
いて、少なくとも一つの予め決められたアウトプット７４を生み出すことである。そして
、少なくとも一つの予め決められたアウトプット７４は生み出されており、上述の主要な
目的は、発電および他の使用を目的とする蒸気の発生である。引き続いて、本発明の高温
の固体の処理方法１０の操作のモードの第３の例示的な具体例７２に従って、限定するた
めではなく例示のために、例えば石炭および図４において矢印８０により指定されている
後者の石炭などのような固体の炭素を含んでいる燃料は、還元装置７６に対するインプッ
トとして供給されるように計画されており、空気を間接的に用いて燃焼されるように計画
されている。この目的を達成するために、カルシウム源、および図４において矢印８２に
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より指定されている後者のカルシウム源は、本発明の高温の固体の処理方法１０の操作の
モードの第３の例示的な具体例７２に従って加えられるように計画されており、また、限
定するためではなく例示のために、還元装置７６に対するインプットとして供給される。
しかしながら、そのようなカルシウム源８２は、還元装置７６に対するインプットとして
だけではなく、本発明の高温の固体の処理方法１０における他の場所においても等しく供
給され得る。これは、本発明の技術的思想の範囲内である。それに加えて、本発明の高温
の固体の処理方法１０の第３の例示的な具体例７２に従って、タンクからボイラーへの給
水、および図４において矢印８４により指定される後者の給水が、酸化装置７８に対する
インプットとして好ましく供給されるという事実は、また注意されるべきである。
【００３７】
　引き続いて、そのようなカルシウム源８２は、石灰石（ＣａＣＯ３）もしくは石灰（Ｃ
ａＯ）もしくは石こうもしくは循環層ボイラーから使い尽くされた層の材料から構成され
るグループから選ばれるかもしれないが、限定するためではなく例示のために、石灰石（
ＣａＣＯ３）を有していることが好ましい。さらに言及すると、そのような石灰石（Ｃａ
ＣＯ３）は、本発明の高温の固体の処理方法１０の操作のモードの第３の例示的な具体例
７２に従って加えられ、還元装置７６の中において硫黄を捕獲するために有効なように計
画されている。その硫黄は、固体の炭素を含んでいる燃料８０の中に含まれており、還元
装置７６の中において硫化カルシウム（ＣａＳ）を生み出す。そのような硫化カルシウム
（ＣａＳ）は、図４において矢印８６により指定されているように、その後に還元装置７
６からアウトプットとして外に出される。そこにおいては、そのような硫化カルシウム（
ＣａＳ）８６は、酸化装置７８に対するインプットとして供給されるように計画されてい
る。酸化装置７８の中においては、この硫化カルシウム（ＣａＳ）８６は、空気および図
４において矢印８８により指定されている後者の空気を伴って、発熱反応を起こしながら
燃焼される。それは、酸化装置７８に対するインプットとして供給されるように計画され
ており、酸化装置７８の中において硫酸カルシウム（ＣａＳＯ４）を生成することをもた
らす。また、図４において参照番号８７により指定されている矢印により示されるように
、窒素が酸化装置７８の中において生じる硫化カルシウム（ＣａＳ）８６の酸化から離れ
ているという事実は注意されるべきである。その窒素は、（図において明確には示されて
いないが）出口から外に出されるように計画されている。酸化装置７８は、この目的に対
して適切に提供されるように計画されている。
【００３８】
　さらに言及すると、この硫酸カルシウム（ＣａＳＯ４）は、図４において矢印９０によ
り指定されているように、その後に酸化装置７８からアウトプットとして外に出されるよ
うに計画されている。そこにおいては、この硫化カルシウム（ＣａＳ）９０は、還元装置
７６に対するインプットとしてリサイクルされるように計画されている。その目的は、固
体の炭素を含んでいる燃料８０の燃焼をもたらすため、および還元装置７６の中において
硫酸カルシウム（ＣａＳＯ４）を硫化カルシウム（ＣａＳ）に還元して連続的なリサイク
ルを可能とするために必要とされる酸素および熱を供給することである。還元装置７６の
中における固体の炭素を含んでいる燃料８０の燃焼は、次のように計画されている。すな
わち、固体の炭素を含んでいる燃料８０の中に含まれている炭素および水素は、固体の炭
素を含んでいる燃料８０のそのような燃焼の過程において、生成ガスに変換される。さら
に、本発明の高温の固体の処理方法１０の第３の例示的な具体例７２に関して、酸化装置
７８に対するインプットとして供給されるように計画されているタンクからボイラーへの
給水が、本発明の高温の固体の処理方法１０の操作のモードの第３の例示的な具体例７２
の使用を通じて生じる予め決められたアウトプット７４を生み出すために変換されるよう
に計画されているのは、酸化装置７８の中において硫化カルシウム（ＣａＳ）８６が燃焼
している間に発生する熱を適用することを通じてである。それは、本発明の高温の固体の
処理方法１０の主要な目的の特定の性質に基づいている。それに対して少なくとも一つの
予め決められたアウトプット７４が生み出されており、上述の主要な目的は、発電および
他の使用のための蒸気の生成である。
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【００３９】
　次に図５を参照すると、一般的に参照番号９２により指定されている本発明の高温の固
体の処理方法１０の操作のモードの第４の例示的な具体例の概略図が描かれている。その
具体例は、本発明に従って操作が可能であるように計画されており、その目的は、少なく
とも一つの予め決められたアウトプット、および図５において矢印９４により指定されて
いる後者の少なくとも一つの予め決められたアウトプットを生み出すことである。それは
、本発明の高温の固体の処理方法１０の主要な目的の特定の性質に基づいている。それに
対して、少なくとも一つの予め決められたアウトプット９４は生み出されており、上述の
主要な目的は、プロセス加熱の生成である。さらに図５を参照して、還元装置は、図５に
おいて一般的に参照番号９６により指定されており、酸化装置は、図５において一般的に
参照番号９８により指定されており、両者は各々、本発明の高温の固体の処理方法１０に
おいて採用されるように計画されている。その処理方法１０は、本発明に従って操作が可
能であり、その目的は、本発明の高温の固体の処理方法１０の主要な目的の特定の性質に
基づいて、少なくとも一つの予め決められたアウトプット９４を生み出すことである。そ
れに対して、少なくとも一つの予め決められたアウトプット９４は生み出されており、上
述の主要な目的はプロセス加熱の生成である。引き続いて、本発明の高温の固体の処理方
法１０の操作のモードの第４の例示的な具体例９２に従って、限定するためではなく例示
のために、例えば石炭および図５において矢印１００により指定されている後者の石炭の
ような固体の炭素を含んでいる燃料は、還元装置９６に対するインプットとして供給され
るように計画されており、空気を間接的に用いて燃焼されるように計画されている。この
目的を達成するために、カルシウム源、および図５において矢印１０２により指定されて
いる後者のカルシウム源は、加えられるように計画されており、本発明の高温の固体の処
理方法１０の操作のモードの第４の例示的な具体例９２に従って、限定するためではなく
例示のために、還元装置９６に対するインプットとしてまた供給される。しかしながら、
そのようなカルシウム源１０２は、還元装置９６に対するインプットとしてだけではなく
、本発明の高温の固体の処理方法１０における他の場所においても等しく供給され得る。
それは、本発明の技術的思想の範囲内である。それに加えて、本発明の高温の固体の処理
方法１０の第４の例示的な具体例９２に従って、タンクからボイラーへの給水、および図
５において矢印１０４により指定されている後者の給水が酸化装置９８に対するインプッ
トとして好ましく供給されるという事実は、また注意されるべきである。
【００４０】
　引き続いて、そのようなカルシウム源１０２は、石灰石（ＣａＣＯ３）もしくは石灰（
ＣａＯ）もしくは石こうもしくは循環層ボイラーから使い尽くされた層の材料から構成さ
れるグループから選択されるかもしれないが、限定するためではなく例示のために、石灰
石（ＣａＣＯ３）を有していることが好ましい。さらに言及すると、そのような石灰石（
ＣａＣＯ３）は、本発明の高温の固体の処理方法１０の操作のモードの第４の例示的な具
体例９２に従って加えられ、還元装置９６の中において硫黄を捕獲することが有効である
ように、計画されている。その硫黄は、固体の炭素を含んでいる燃料１００の中に含まれ
ており、還元装置９６の中において硫化カルシウム（ＣａＳ）を生み出す。そのような硫
化カルシウム（ＣａＳ）は、図５において矢印１０６により指定されているように、その
後に還元装置９６からアウトプットとして外に出される。そこにおいては、そのような硫
化カルシウム（ＣａＳ）１０６は、酸化装置９８に対するインプットとして供給されるよ
うに計画されている。酸化装置９８の中において、この硫化カルシウム（ＣａＳ）１０６
は、空気、および図５において矢印１０８により指定されている後者の空気を伴って、発
熱反応を起こしながら燃焼される。それは、酸化装置９８に対するインプットとして供給
されるように計画されており、酸化装置９８の中における硫酸カルシウム（ＣａＳＯ４）
の生成をもたらす。また、図５において参照番号１０７により指定されている矢印により
示されるように、窒素が酸化装置９８の中において生じる硫化カルシウム（ＣａＳ）の酸
化から離れているという事実は注意されるべきである。その窒素は、（図においては明確
に示されていないが）出口から外に出されるように計画されている。酸化装置９８は、こ
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の目的に対して適切に提供されるように計画されている。
【００４１】
　さらに言及すると、その硫化カルシウム（ＣａＳ）は、図５において矢印１１０により
指定されているように、その後に酸化装置９８からアウトプットとして外に出されるよう
に計画されている。そこにおいては、この硫酸カルシウム（ＣａＳＯ４）１１０は、還元
装置９６に対するインプットとしてリサイクルされるように計画されている。その目的は
、固体の炭素を含んでいる燃料１００の燃焼をもたらすため、および還元装置９６の中に
おいて硫酸カルシウム（ＣａＳＯ４）１１０を硫化カルシウム（ＣａＳ）１０６へと還元
して連続的なリサイクルを可能とするために必要とされる酸素および熱を供給するためで
ある。還元装置９６の中における固体の炭素を含んでいる燃料１００の燃焼は、次のよう
に計画されている。すなわち、固体の炭素を含んでいる燃料１００の中に含まれている炭
素および水素は、固体の炭素を含んでいる燃料１００のそのような燃焼の過程において、
生成ガスへと変換される。さらに本発明の高温の固体の処理方法１０の第４の例示的な具
体例９２に関して、タンクからボイラーへの給水１０４が、酸化装置９８に対するインプ
ットとして供給されるように計画されており、本発明の高温の固体の処理方法１０の操作
のモードの第４の例示的な具体例９２の使用を通じて生み出される少なくとも一つの予め
決められたアウトプット９４を生み出すように変換されるように計画されているのは、酸
化装置９８の中において硫化カルシウム（ＣａＳ）１０６が燃焼している間に発生する熱
の適用を通じてである。そして、それは、本発明の高温の固体の処理方法１０の主要な目
的の特定の性質に基づいている。それに対して、少なくとも一つのアウトプット９４は生
み出されており、上述の主要な目的は、プロセス加熱の生成である。
【００４２】
　次に図６を参照すると、一般的に参照番号１１２により指定される本発明の高温の固体
の処理方法１０の操作のモードの第５の例示的な具体例の概略図が描かれている。その具
体例１１２は、本発明に従って操作が可能であるように計画されており、その目的は、少
なくとも一つの予め決められたアウトプット、および図６において矢印１１４により指定
されている後者の少なくとも一つの予め決められたアウトプットを生み出すことである。
それは、本発明の高温の固体の処理方法１０の主要な目的の特定の性質に基づいている。
それに対して少なくとも一つお予め決められたアウトプット１１４は生み出されており、
上述の主要な目的は、農業目的の二酸化炭素の生成である。さらに図６を参照して、還元
装置は、図６において一般的に参照番号１１６により指定されており、酸化装置は、図６
において一般的に参照番号１１８により指定されており、両者は各々、本発明に従って操
作が可能な本発明の高温の固体の処理方法１０において採用されるように計画されている
。その目的は、本発明の高温の固体の処理方法１０の主要な目的の特定の目的に基づいて
、少なくとも一つの予め決められたアウトプット１１４を生み出すことである。それに対
して、予め決められたアウトプット１１４は生み出されており、上述の主要な目的は、農
業目的の使用に対する二酸化炭素の生成である。引き続いて、本発明の高温の固体の処理
方法１０の操作のモードの第５の例示的な具体例１１２に従って、限定するためではなく
例示のために、例えば石炭および図６において矢印１２０により指定されている後者の石
炭などのような固体の炭素を含んでいる燃料は、還元装置１１６に対するインプットとし
て供給されるように計画されており、空気を間接的に用いて燃焼されるように計画されて
いる。この目的を達成するために、カルシウム源、および図６において矢印１２２により
指定されている後者のカルシウム源は、本発明の高温の固体の処理方法１０の操作のモー
ドの第５の例示的な具体例１１２に従って加えられるように計画されており、また、限定
するためではなく例示のために、還元装置１１６に対するインプットとして供給される。
しかしながら、そのようなカルシウム源１２２は、還元装置１１６に対するインプットと
してだけではなく、本発明の高温の固体の処理方法１０における他の場所においても等し
く供給され得る。それは、本発明の技術的思想の範囲内である。
【００４３】
　引き続いて、そのようなカルシウム源１２２は、石灰石（ＣａＣＯ３）もしくは石灰（
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ＣａＯ）もしくは石こうもしくは循環層ボイラーから使い尽くされた層の材料から構成さ
れるグループから選択されるかもしれないが、限定するためではなく例示のために、石灰
石（ＣａＣＯ３）を有していることが好ましい。さらに言及すると、そのような石灰石（
ＣａＣＯ３）は、本発明の高温の固体の処理方法１０の操作のモードの第５の例示的な具
体例１１２に従って加えられ、還元装置１１６の中において硫黄を捕獲することが有効で
あるように計画されている。その硫黄は、固体の炭素を含んでいる燃料１２０の中に含ま
れており、還元装置１１６の中に硫化カルシウム（ＣａＳ）を生み出す。そのような硫化
カルシウム（ＣａＳ）は、図６において矢印１２４により指定されているように、その後
に還元装置１１６からアウトプットとして外に出される。そこにおいては、そのような硫
化カルシウム（ＣａＳ）１２４は、酸化装置１１８に対するインプットとして供給される
ように計画されている。酸化装置１１８の中においては、この硫化カルシウム（ＣａＳ）
１２４は、空気、および図６において矢印１２６により指定されている後者の空気を伴っ
て、発熱反応を起こしながら燃焼される。それは、酸化装置１１８に対するインプットと
して供給されるように計画されており、酸化装置１１８の中における硫酸カルシウム（Ｃ
ａＳＯ４）の生成をもたらす。また、図５において参照番号１２５により指定されている
矢印により示されるように、窒素が酸化装置１１８の中において生じる硫化カルシウム（
ＣａＳ）１２４の酸化から離れているという事実は注意されるべきである。その窒素は、
（図においては明確に示されていないが）出口から外に出されるように計画されている。
そして、酸化装置１１８は、この目的に対して適切に提供されるように計画されている。
【００４４】
　さらに言及すると、この硫酸カルシウム（ＣａＳＯ４）は、図６において矢印１２８に
より指定されているように、その後に酸化装置１１８からアウトプットとして外に出され
るように計画されている。そこにおいては、この硫酸カルシウム（ＣａＳＯ４）１２８は
、還元装置１１６に対するインプットとしてリサイクルされるように計画されている。そ
の目的は、固体の炭素を含んでいる燃料１２０の燃焼をもたらすため、および還元装置１
１６の中において硫酸カルシウム（ＣａＳＯ４）１２８を硫化カルシウム（ＣａＳ）１２
４に還元して連続的なリサイクルを可能とするために必要とされる酸素および熱を供給す
ることである。還元装置１１６の中における固体の炭素を含んでいる燃料１２０の燃焼は
、次のように計画されている。すなわち、還元装置１１６の中において少なくとも一つの
予め決められたアウトプット１１４が生み出され、固体の炭素を含んでいる燃料１２０の
中に含まれている炭素および水素は、固体の炭素を含んでいる燃料１２０のそのような燃
焼の過程において、生成ガスへと変換される。そこにおいては、そのような生成ガスは、
適切な形となるように計画されており、本発明の高温の固体の処理方法１０の操作のモー
ドの第５の例示的な具体例１１２の使用を通じて生み出される予め決められたアウトプッ
ト１１４として機能することができる。それは、本発明の高温の固体の処理方法１０の主
要な目的の特定の性質に基づいている。それに対して、少なくとも一つの予め決められた
アウトプット１１４が生み出されており、上述の主要な目的は、農業目的の使用に対する
二酸化炭素を生成することである。
【００４５】
　次に図７を参照すると、一般的に参照番号１３０により指定される本発明の高温の固体
の処理方法１０の操作のモードの第６の例示的な具体例の概略図が示されている。その具
体例１３０は、本発明に従って操作が可能であるように計画されており、その目的は、少
なくとも一つの予め決められたアウトプット、および図７において矢印１３２により指定
されている後者の少なくとも一つの予め決められたアウトプットを生み出すことである。
それは、本発明の高温の固体の処理方法１０の主要な目的の特定の性質に基づいている。
それに対して、少なくとも一つの予め決められたアウトプット１３２は生み出されており
、上述の主要な目的は、限定するためではなく例示のために、例えば液化炭化水素に対す
る使用のための水素などのような供給原料を生み出すことである。図７に示されるように
、供給原料の形における少なくとも一つの予め決められたアウトプット１３２は、液化炭
化水素の生成をもたらすために適切な手段、および図７において１３３で示されている液
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化炭化水素の生成をもたらすために適切な後者の手段に対して供給されるように計画され
ている。上述の供給原料は、限定するためではなく例示のために、例えば液化炭化水素の
生成のための使用に対して適切な水素などである。
【００４６】
　さらに図７を参照して、還元装置は、図７において一般的に参照番号１３４により指定
されており、酸化装置は、図７において一般的に参照番号１３６により指定されており、
両者は各々、本発明に従って操作が可能な本発明の高温の固体の処理方法１０において採
用されるように計画されている。その目的は、本発明の高温の固体の処理方法１０の主要
な目的の特定の性質に基づいて、少なくとも一つの予め決められたアウトプット１３２を
生み出すことである。それに対して、少なくとも一つの予め決められたアウトプット１３
２は生み出されており、上述の主要な目的は供給原料を生み出すことである。その供給原
料は、限定するためではなく例示のために、例えば液化炭化水素を生成するために使用さ
れる水素である。引き続いて、本発明の高温の固体の処理方法１０の操作のモードの第６
の例示的な具体例１３０に従って、限定するためではなく例示のために、例えば石炭およ
び図７において矢印１３８により指定されている石炭などのような固体の炭素を含んでい
る燃料は、還元装置１３４に対するインプットとして供給されるように計画されており、
空気を間接的に用いて燃焼されるように計画されている。この目的を達成するために、カ
ルシウム源、および図７において矢印１４０により指定されている後者のカルシウム源は
、加えられるように計画されており、本発明の高温の固体の処理方法１０の操作のモード
の第６の例示的な具体例１３０に従って、限定するためではなく例示のために、例えば還
元装置１３４に対するインプットとして、また供給される。しかしながら、そのようなカ
ルシウム源１４０は、還元装置１３４に対するインプットとしてだけでなく、本発明の高
温の固体の処理方法１０における他の場所においても等しく供給され得る。
【００４７】
　引き続いて、そのようなカルシウム源１４０は、石灰石（ＣａＣＯ３）もしくは石灰（
ＣａＯ）もしくは石こうもしくは循環層ボイラーから使い尽くされた層の材料から構成さ
れるグループから選択されるかもしれないが、限定するためではなく例示のために、石灰
石（ＣａＣＯ３）を有していることが好ましい。さらに言及すると、そのような石灰石（
ＣａＣＯ３）は、本発明の高温の固体の処理方法１０の操作のモードの第６の例示的な具
体例１３０に従って加えられ、還元装置１３４の中において硫黄を捕獲することが有効で
あるように計画されている。その硫黄は、固体の炭素を含んでいる燃料１３８の中に含ま
れており、還元装置１３４の中において硫化カルシウム（ＣａＳ）を生み出す。そのよう
な硫化カルシウム（ＣａＳ）は、図７において矢印１４２により指定されているように、
その後に還元装置１３４からアウトプットとして外に出される。そこにおいては、そのよ
うな硫化カルシウム（ＣａＳ）１４２は、酸化装置１３６に対するインプットとして供給
されるように計画されている。酸化装置１３６の中において、この硫化カルシウム（Ｃａ
Ｓ）１４２は、空気、および図７において矢印１４４により指定されている後者の空気を
伴って、発熱反応を起こしながら燃焼される。それは、酸化装置１３６に対するインプッ
トとして供給されるように計画されており、酸化装置１３６の中における硫酸カルシウム
（ＣａＳＯ４）の生成をもたらす。また、図６において参照番号１４３により指定されて
いる矢印によりに示されるように、窒素が酸化装置１３６の中において生じる硫化カルシ
ウム（ＣａＳ）１４２の酸化から離れているという事実は注意されるべきである。その窒
素は、（図においては明確に示されていないが）出口から外に出されるように計画されて
いる。酸化装置１３６は、この目的のために適切に提供されるように計画されている。
【００４８】
　さらに言及すると、この硫酸カルシウム（ＣａＳＯ４）は、図７において矢印１４６に
より指定されるように、その後に酸化装置１３６からアウトプットとして外に出されるよ
うに計画されている。そこにおいては、この硫酸カルシウム（ＣａＳＯ４）１４６は、還
元装置１３６に対するインプットとしてリサイクルされるに計画されている。その目的は
、固体の炭素を含んでいる燃料１３８の燃焼をもたらすため、および還元装置１３４の中
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において硫酸カルシウム（ＣａＳＯ４）１４６を硫化カルシウム（ＣａＳ）１４２へ還元
して連続的なリサイクルを可能とするために必要とされる酸素および熱を供給することで
ある。還元装置１３４の中における固体の炭素を含んでいる燃料１３８の燃焼は、次のよ
うに計画されている。少なくとも一つの予め決められたアウトプット１３２は、還元装置
１３４の中において生み出され、固体の炭素を含んでいる燃料１３８の中に含まれている
炭素および水素は、固体の炭素を含んでいる燃料１３８のそのような燃焼の過程において
、生成ガスへと変換される。そこにおいては、そのような生成ガスは、適切な形になるよ
うに計画されており、本発明の高温の固体の処理方法１０の操作のモードの第６の例示的
な具体例１３０の使用を通じて生み出される少なくとも一つの予め決められたアウトプッ
ト１３２として機能することができる。それは、本発明の高温の固体の処理方法１０の主
要な目的の特定の性質に基づいている。それに対して、少なくとも一つの予め決められた
アウトプット１３０は、生み出されており、上述の主要な目的は、限定するためではなく
例示のために、例えば液化炭化水素の生成のために使用される水素などのような供給原料
を生み出すことである。
【００４９】
　本発明の好ましい具体例が簡単に示され説明されてきた一方で、添付されているクレー
ムに記載されている本発明の技術的思想の範囲内で、様々な修正や代替が行なわれるかも
しれないということが、理解されるべきである。従って、ここで説明されている本発明は
図面を通じて説明されてきたが、本発明はこれらに限定されるものではないということは
さらに理解されるべきである。
【００５０】
［関連出願の相互参照］
　本出願は、２００９年３月３１日に出願されたシリアル番号ＵＳ６１／１６５，０９４
を有する「高温の固体の処理方法の主要な目的の特定の性質が何であるかに基づいて選択
的に操作が可能な高温の固体の処理方法」という名称の米国の同時係属の仮出願に対して
優先権を主張する。先の出願は、参照されることにより本出願に完全に組み込まれている
。
【符号の説明】
【００５１】
１０…高温の固体の処理方法、３２…第１の例示的な具体例、５２…第２の例示的な具体
例、７２…第３の例示的な具体例、９２…第４の例示的な具体例、１１２…第５の例示的
な具体例、１３０…第６の例示的な具体例
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【国際調査報告】
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